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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が液晶素子を有する複数画素を含む表示部と、前記複数画素の各画素に対応する前
記液晶素子に電圧を印加する駆動回路とを有する表示装置を制御する表示制御回路であっ
て、
　フィールド毎に表示画像の書き換えを行う前に前記液晶素子の配向状態を揃えるリセッ
ト駆動を行う予め決められたリセット期間において、前記複数画素に対応する前記液晶素
子に、前記画素の明るさを一方向に変化させる第１リセット電圧を少なくとも当該第１リ
セット電圧に応じた明るさになるまでの期間印加した後、残りの期間で前記画素の明るさ
を反対方向に変化させる第２リセット電圧を印加し、
　前記リセット期間に続いて、前記画素毎の明るさを指定する映像信号に応じた電圧を前
記各画素に対応する前記液晶素子に印加するよう、前記駆動回路を制御する制御部
　を備え、
　前記第１リセット電圧の印加開始後、前記画素が当該第１リセット電圧に応じた明るさ
になるまでの前記液晶素子の応答時間は、前記第１リセット電圧から前記第２リセット電
圧に切り替わったときの前記液晶素子の応答時間よりも短い
　ことを特徴とする表示制御回路。
【請求項２】
　前記制御部は、
　前記第１リセット電圧の印加開始後、前記画素が当該第１リセット電圧に応じた明るさ
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になるまでの前記液晶素子の応答時間、及び前記第１リセット電圧から前記第２リセット
電圧に切り替わったときの前記液晶素子の応答時間のいずれもが前記リセット期間よりも
短い場合、
　前記画素を暗くする方向に変化させる前記第１リセット電圧を印加した後、前記画素を
明るくする方向に変化させる前記第２リセット電圧を印加する
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示制御回路。
【請求項３】
　前記制御部は、
　前記第２リセット電圧の印加期間を、前記第１リセット電圧から前記第２リセット電圧
に切り替わったときの前記液晶素子の応答時間よりも短くする
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の表示制御回路。
【請求項４】
　前記制御部は、
　前記フィールドに第１フィールド及び第２フィールドを含むサブフィールド駆動方式に
従って、前記映像信号に応じた電圧を前記各画素に印加し
　前記第１フィールドで前記第１リセット電圧及び前記第２リセット電圧を印加し、前記
第２フィールドで前記画素毎の明るさを指定する映像信号に応じた電圧を前記各画素に対
応する前記液晶素子に印加する
　ことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の表示制御回路。
【請求項５】
　前記制御部は、
　３Ｄ映像表示における右目用画像を前記表示部に表示させる第１表示期間と、３Ｄ映像
表示における左目用画像を前記表示部に表示させる第２表示期間とのそれぞれで前記映像
信号に応じた電圧を印加し、
　前記第１表示期間と前記第２表示期間との間に各々設けられた前記リセット期間におい
て、前記第１リセット電圧及び前記第２リセット電圧を印加する
　ことを特徴とする請求項４に記載の表示制御回路。
【請求項６】
　各々が液晶素子を有する複数画素を含む表示部と、前記複数画素の各画素に対応する前
記液晶素子に電圧を印加する駆動回路とを有する表示装置を制御する表示制御回路であっ
て、
　フィールド毎に表示画像の書き換えを行う前に前記液晶素子の配向状態を揃えるリセッ
ト駆動を行う予め決められたリセット期間において、前記複数画素に対応する前記液晶素
子に、前記画素の明るさを一方向に変化させる第１リセット電圧を少なくとも当該第１リ
セット電圧に応じた明るさになるまでの期間印加した後、残りの期間で前記画素の明るさ
を反対方向に変化させる第２リセット電圧を印加し、
　前記リセット期間に続いて、前記画素毎の明るさを指定する映像信号に応じた電圧を前
記各画素に対応する前記液晶素子に印加するよう、前記駆動回路を制御する制御部
　を備え、
　前記制御部は、
　前記第２リセット電圧の印加期間を、前記第１リセット電圧から前記第２リセット電圧
に切り替わったときの前記液晶素子の応答時間よりも短くする
　ことを特徴とする表示制御回路。
【請求項７】
　前記制御部は、
　前記フィールドに第１フィールド及び第２フィールドを含むサブフィールド駆動方式に
従って、前記映像信号に応じた電圧を前記各画素に印加し
　前記第１フィールドで前記第１リセット電圧及び前記第２リセット電圧を印加し、前記
第２フィールドで前記画素毎の明るさを指定する映像信号に応じた電圧を前記各画素に対
応する前記液晶素子に印加する
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　ことを特徴とする請求項６に記載の表示制御回路。
【請求項８】
　前記制御部は、
　３Ｄ映像表示における右目用画像を前記表示部に表示させる第１表示期間と、３Ｄ映像
表示における左目用画像を前記表示部に表示させる第２表示期間とのそれぞれで前記映像
信号に応じた電圧を印加し、
　前記第１表示期間と前記第２表示期間との間に各々設けられた前記リセット期間におい
て、前記第１リセット電圧及び前記第２リセット電圧を印加し、
　ことを特徴とする請求項７に記載の表示制御回路。
【請求項９】
　各々が液晶素子を有する複数画素を含む表示部を有する表示装置を制御する表示制御方
法であって、
　フィールド毎に表示画像の書き換えを行う前に前記液晶素子の配向状態を揃えるリセッ
ト駆動を行う予め決められたリセット期間において、前記複数画素に対応する前記液晶素
子に、前記画素の明るさを一方向に変化させる第１リセット電圧を少なくとも当該第１リ
セット電圧に応じた明るさになるまでの期間印加した後、残りの期間で前記画素の明るさ
を反対方向に変化させる第２リセット電圧を印加し、
　前記リセット期間に続いて、前記画素毎の明るさを指定する映像信号に応じた電圧を前
記各画素に対応する前記液晶素子に印加し、
　前記第１リセット電圧の印加開始後、前記画素が当該第１リセット電圧に応じた明るさ
になるまでの前記液晶素子の応答時間は、前記第１リセット電圧から前記第２リセット電
圧に切り替わったときの前記液晶素子の応答時間よりも短い
　ことを特徴とする表示制御方法。
【請求項１０】
　各々が液晶素子を有する複数画素を含む表示部を有する表示装置を制御する表示制御方
法であって、
　フィールド毎に表示画像の書き換えを行う前に前記液晶素子の配向状態を揃えるリセッ
ト駆動を行う予め決められたリセット期間において、前記複数画素に対応する前記液晶素
子に、前記画素の明るさを一方向に変化させる第１リセット電圧を少なくとも当該第１リ
セット電圧に応じた明るさになるまでの期間印加した後、残りの期間で前記画素の明るさ
を反対方向に変化させる第２リセット電圧を印加し、
　前記リセット期間に続いて、前記画素毎の明るさを指定する映像信号に応じた電圧を前
記各画素に対応する前記液晶素子に印加し、
　前記第２リセット電圧の印加期間を、前記第１リセット電圧から前記第２リセット電圧
に切り替わったときの前記液晶素子の応答時間よりも短くする
　ことを特徴とする表示制御方法。
【請求項１１】
　請求項１から請求項８のいずれか１項に記載の表示制御回路
　を有する電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶素子のリセット駆動に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶等を備えた表示装置には、１フィールドを複数のサブフィールドに分割するととも
に、各サブフィールドにおいて画素（液晶素子）をオン電圧又はオフ電圧を印加して階調
表示を行う、サブフィールド駆動を行うものがある（例えば特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１１４６６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　表示装置においてフィールド毎（例えばフレーム毎）に表示画像の書き換えを行う場合
に、現フィールドの表示画像が前フィールドの表示画像の影響を受けて変化し、これが表
示品位の低下の原因となることがある。サブフィールド駆動の場合、高電圧側のオン電圧
と低電圧側のオフ電圧とが液晶素子に印加されることがあるが、前フィールドにおけるオ
ン電圧及びオフ電圧の印加の仕方によって、現フィールドにおいて同じサブフィールドコ
ードで画素を駆動した場合であっても液晶素子の応答状態が異なる。現フィールドにおけ
る応答状態が異なれば透過率の時間積分値も異なるので、前フィールドのサブフィールド
駆動が現フィールドの表示画像に影響を与えることとなる。
【０００５】
　このような前フィールドの影響を抑えるために、表示画像の書き換えを行う前に液晶素
子の配向状態を各フィールドで揃えるためのリセット駆動を行うことがある。しかしなが
ら、いわゆる白リセット駆動を行って、液晶素子を白状態(透過率又は反射率が１００％)
に揃えた場合、ＶＡ方式の液晶では白状態から黒状態(透過率又は反射率が０％)に変化す
るための応答時間が長いため、次フィールドにおいて黒表示が不十分となり表示コントラ
ストが低下することがある。一方、いわゆる黒リセット駆動を行って、液晶素子を黒状態
に揃えた場合、ＶＡ方式の液晶では、次フィールドで液晶分子が垂直に配向した状態から
応答を開始することになるため、光学応答速度の低下を原因としてピーク輝度が低くなる
ことがある。このようなリセット駆動を原因とした表示品位の低下は、サブフィールド駆
動に限らず、電圧変調方式に従って液晶素子に電圧印加する場合や、ＴＮ方式の液晶を用
いた場合にも問題となり得る。
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたもので、その目的の一つは、液晶素子に対す
るリセット電圧の印加によって生じる表示品位の低下を抑えることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明に係る表示制御回路は、各々が液晶素子を有する複
数画素を含む表示部と、前記複数画素の各画素に対応する前記液晶素子に電圧を印加する
駆動回路とを有する表示装置を制御する表示制御回路であって、予め決められたリセット
期間において、前記複数画素に対応する前記液晶素子に、前記画素の明るさを一方向に変
化させる第１リセット電圧を少なくとも当該第１リセット電圧に応じた明るさになるまで
の期間印加した後、残りの期間で前記画素の明るさを反対方向に変化させる第２リセット
電圧を印加し、前記リセット期間に続いて、前記画素毎の明るさを指定する映像信号に応
じた電圧を前記各画素に対応する前記液晶素子に印加するよう、前記駆動回路を制御する
制御部を備えることを特徴とする。
　本発明によれば、リセット期間において、第１リセット電圧の印加により第１リセット
電圧に応じた液晶素子の配向状態にし、残りの期間での第２リセット電圧の印加により液
晶素子の配向状態を制御してから映像信号に基づく表示を行うことができるので、液晶素
子に対するリセット電圧の印加によって生じる表示品位の低下を抑えることができる。
【０００７】
　本発明において、前記第２リセット電圧から前記第１リセット電圧に切り替わったとき
の前記液晶素子の応答時間は、前記第１リセット電圧から前記第２リセット電圧に切り替
わったときの前記液晶素子の応答時間よりも短くてもよい。
　本発明によれば、リセット期間として十分な長さの期間を確保できない場合であっても
、リセット期間内に第１リセット電圧に応じた液晶素子の配向状態にすることができる。
【０００８】
　本発明において、前記制御部は、前記第２リセット電圧から前記第１リセット電圧に切
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り替わったときの前記液晶素子の応答時間、及び前記第１リセット電圧から前記第２リセ
ット電圧に切り替わったときの前記液晶素子の応答時間のいずれもが前記リセット期間よ
りも短い場合、前記画素を暗くする方向に変化させる前記第１リセット電圧を印加した後
、前記画素を明るくする方向に変化させる前記第２リセット電圧を印加するようにしても
よい。
　本発明によれば、第１リセット電圧と第２リセット電圧とのいずれであってもリセット
期間内にリセット電圧に応じた液晶素子の配向状態にすることができる場合、表示コント
ラストの低下を優先的に抑えることができる。
【０００９】
　本発明において、前記制御部は、前記第２リセット電圧の印加期間を、前記第１リセッ
ト電圧から前記第２リセット電圧に切り替わったときの前記液晶素子の応答時間よりも短
くするようにしてもよい。
　本発明によれば、第２リセット電圧に応じた液晶素子の配向状態よりも第１リセット電
圧の印加時寄りの配向状態になるため、映像信号に応じた配向状態にしやすくすることが
できる。
【００１０】
　本発明において、前記制御部は、サブフィールド駆動方式に従って、前記映像信号に応
じた電圧を前記各画素に印加するようにしてもよい。
　本発明によれば、映像信号に基づくサブフィールド駆動の影響を抑えつつ、液晶素子に
対するリセット電圧の印加によって生じる表示品位の低下を抑えることができる。
【００１１】
　本発明において、前記制御部は、３Ｄ映像表示における右目用画像を前記表示部に表示
させる第１表示期間と、３Ｄ映像表示における左目用画像を前記表示部に表示させる第２
表示期間とのそれぞれで前記映像信号に応じた電圧を印加し、前記第１表示期間と前記第
２表示期間との間に各々設けられた前記リセット期間において、前記第１リセット電圧及
び前記第２リセット電圧を印加するようにしてもよい。
　本発明によれば、右目用画像と左目用画像とを交互に切り替える方式で３Ｄ映像を表示
する場合に、右目用画像がユーザーの左目に入ったり左目用画像がユーザーの右目に入っ
たりする、クロストークの発生を抑えることができる。
【００１２】
　なお、本発明は、表示制御回路のほか、表示制御方法及び電子機器としても概念するこ
とが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】第１実施形態に係る液晶表示装置の全体構成を示すブロック図。
【図２】液晶パネルにおける等価回路を示す図。
【図３】３Ｄ映像を表示する場合のサブフィールドの構成を示す図。
【図４】同実施形態に係る走査線駆動回路及びデータ線駆動回路の動作の説明図。
【図５】同実施形態に係る制御回路の動作の流れを示すフローチャート。
【図６】同実施形態に係るリセット駆動の説明図。
【図７】第２実施形態に係る走査線駆動回路及びデータ線駆動回路の動作の説明図。
【図８】同実施形態に係るリセット駆動の説明図。
【図９】各実施形態に係る液晶表示装置を適用したプロジェクターを示す図。
【図１０】白リセット駆動のみを含むリセット駆動の説明図。
【図１１】黒リセット駆動のみを含むリセット駆動の説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しつつ説明する。
＜第１実施形態＞
　まず、本発明の第１実施形態について説明する。
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　図１は、同実施形態に係る液晶表示装置の全体構成を示すブロック図である。液晶表示
装置１は、ユーザーが３Ｄメガネ６０を掛けた状態で３Ｄ映像を知覚することができる３
Ｄ映像を表示する表示装置である。図１に示すように、液晶表示装置１は、表示制御回路
１０、送信部５０及び液晶パネル１００を備える。表示制御回路１０は、より詳細には、
制御回路２０、メモリー３０及び変換部４０を有する。
【００１５】
　制御回路２０は、上位装置（図示略）から供給される垂直走査信号Ｖs、水平走査信号
Ｈs及びドットクロック信号Ｃlkに同期して、液晶表示装置１の各部を制御する制御部で
ある。
　メモリー３０は、縦ｍ行×横ｎ列で配列する画素１１０の各々に対応した記憶領域を有
し、各記憶領域は、それぞれ画素１１０に対応した映像信号Ｖidを格納する。映像信号Ｖ
idは、画素１１０の明るさ（つまり階調レベル）を８ビットで指定するデジタルデータで
ある。ここでは映像信号Ｖidは、階調レベルが高いほど画素１１０をより明るくすること
を指定し、階調レベルが低いほど画素１１０をより暗くすることを指定する。
　なお、映像信号Ｖidは、制御回路２０により画素に対応する記憶領域に格納される一方
で、液晶パネル１００において走査対象となった画素に対応したデータがメモリー３０か
ら表示データＤaとして読み出される。
【００１６】
　変換部４０は、メモリー３０から読み出された表示データＤaを、この表示データＤaで
指定される階調レベルと、制御回路２０が供給するデータｓfnとで規定されるサブフィー
ルドとに従って、画素１１０（液晶素子）をオン又はオフさせるかを指定する表示ビット
Ｄbに変換する。
　なお、３Ｄ映像の表示時には、視差のある左目用画像と右目用画像との各々に対応する
２系統の映像信号Ｖidが例えば時分割で供給されるので、液晶パネル１００で表示する画
像が右目用なのか左目用なのかに合わせて、メモリー３０への格納・読出、および、変換
部４０による変換が制御される。
【００１７】
　また、変換部４０は、制御回路２０が供給するリセット信号ＲＥＳに従って、画素１１
０をオン又はオフさせるかを指定する表示ビットＤbを出力する。リセット信号ＲＥＳは
、制御回路２０により液晶素子１２０のリセット駆動が行われるときに出力される信号で
ある。変換部４０は、表示領域１０１のすべての画素１１０（液晶素子１２０）について
白状態にする（つまり全白状態にする）白リセット駆動を指示するリセット信号ＲＥＳｗ
が供給された場合、これらの画素１１０をオンし、表示領域１０１のすべての画素１１０
（液晶素子１２０）について黒状態にする（つまり全黒状態にする）黒リセット駆動を指
示するリセット信号ＲＥＳｂが供給された場合、これらの画素１１０をオフする。リセッ
ト駆動の詳細については後で説明する。
【００１８】
　液晶パネル１００は、表示領域１０１において複数の画素１１０がマトリクス状に配列
した表示部である。詳細には、表示領域１０１には、ｍ行の走査線１１２が図においてＸ
（水平）方向に延在する一方、ｎ列のデータ線１１４が走査線１１２と電気的な絶縁を保
ちつつ、図１においてＹ（垂直）方向に延在している（ｍ，ｎはいずれも自然数）。そし
て、走査線１１２とデータ線１１４との交差に対応するように画素１１０がそれぞれ設け
られている。本実施形態において、画素１１０は、縦ｍ行×横ｎ列のマトリクス状に配列
することになる。
【００１９】
　図２は、液晶パネル１００における等価回路を示す図である。
　図２に示すように、液晶パネル１００は、走査線１１２とデータ線１１４との交差に対
応して、画素電極１１８とコモン電極１０８とで液晶１０５を挟持した液晶素子１２０が
配列した構成である。液晶パネル１００における等価回路では、図２に示すように、液晶
素子１２０に対して並列に補助容量（蓄積容量）１２５が設けられる。補助容量１２５は
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、一端が画素電極１１８に接続され、他端が容量線１１５に共通接続されている。容量線
１１５は時間的に一定の電圧に保たれている。
　ここで、走査線１１２がＨレベルになると、その走査線にゲート電極が接続されたＴＦ
Ｔ１１６がオンとなり、画素電極１１８がデータ線１１４に接続される。このため、走査
線１１２がＨレベルであるときに、データ線１１４に階調に応じた電圧のデータ信号を供
給すると、そのデータ信号は、オンしたＴＦＴ１１６を介して画素電極１１８に印加され
る。走査線１１２がＬレベルになると、ＴＦＴ１１６はオフするが、画素電極１１８に印
加された電圧は、液晶素子１２０の容量性及び補助容量１２５によって保持される。
　液晶素子１２０では、画素電極１１８及びコモン電極１０８によって生じる電界に応じ
て液晶１０５の分子配向状態が変化する。このため、液晶素子１２０は、透過型であれば
、印加・保持電圧に応じた透過率となる。液晶パネル１００では、液晶素子１２０毎に透
過率が変化するので、液晶素子１２０が画素に相当する。
　なお、本実施形態においては、液晶１０５をＶＡ方式の液晶とし、液晶素子１２０が電
圧無印加時において黒状態となるノーマリーブラックモードとする。
【００２０】
　図１に戻って説明する。
　走査線駆動回路１３０は、制御回路２０から供給されるスタートパルスＤyをクロック
信号Ｃlyにしたがって順次シフトし、１、２、３、４、…、ｍ行目の走査線１１２に、走
査信号Ｇ1、Ｇ2、Ｇ3、Ｇ4、…、Ｇmとして、供給する。
　データ線駆動回路１４０は、変換部４０によって変換された表示ビットＤbを、クロッ
ク信号Ｃlxで順次サンプリングするとともに、極性指定信号Ｐolで指定された極性の電圧
に変換して、１、２、３、４、５、…、ｎ列目のデータ線１１４に、データ信号ｄ1、ｄ2
、ｄ3、ｄ4、ｄ5、…、dnとして供給する。
【００２１】
　制御回路２０が供給する極性指定信号Ｐolは、画素（液晶素子１２０）への書込極性を
指定する信号であり、例えばＨレベルであれば正極性書込を指定し、Ｌレベルであれば負
極性書込を指定する。ここで、書込極性については、画素電極１１８がコモン電極１０８
よりも高位側とする場合を正極性とし、低位側とする場合を負極性とする。
　なお走査線駆動回路１３０及びデータ線駆動回路１４０の協働により、液晶表示装置１
における駆動回路が実現される。
【００２２】
　送信部５０は、制御回路２０から供給される制御信号Ｒ（／Ｌ）を、例えば赤外線通信
により３Ｄメガネ６０に送信する。制御信号Ｒ（／Ｌ）は、３Ｄ映像の表示時において右
目用画像の表示期間（第１期間）であるのか、左目用画像の表示期間（第２期間）である
のかを示す制御信号である。３Ｄメガネ６０は、右目のレンズ部分が液晶シャッター６２
Ｒであり、左目のレンズ部分が液晶シャッター６２Ｌである。液晶シャッター６２Ｒ、６
２Ｌは、受信部６１によって受信された制御信号Ｒ（／Ｌ）等に従って、それぞれ透過状
態又は不透過状態に制御される。詳細には、３Ｄ映像の表示時において、後述する右目開
期間において、液晶シャッター６２Ｒは透過状態になり、液晶シャッター６２Ｌは不透過
状態になり、左目開期間において、液晶シャッター６２Ｒは不透過状態になり、液晶シャ
ッター６２Ｌは透過状態になる。それ以外の期間は液晶シャッター６２Ｒ及び６２Ｌはと
もに不透過状態になる。
　なお、液晶表示装置１が２Ｄ映像を表示する場合、制御信号Ｒ（／Ｌ）とは無関係に、
液晶シャッター６２Ｒ及び６２Ｌがともに透過状態になる。
【００２３】
　図３は、本実施形態において３Ｄ映像を表示する場合のサブフィールドの構成を示す図
である。図４は、本実施形態の走査線駆動回路１３０及びデータ線駆動回路１４０の動作
を説明する図である。
　本実施形態では垂直走査信号Ｖsの周波数が２４０Ｈｚであるものとし、液晶表示装置
１は、図３及び図４に示すように１フレームを４つのフィールドに等分割し各フィールド
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で１～ｍ行目の走査線を走査する、いわゆる４倍速駆動を実現する。液晶表示装置１は、
２４０Ｈｚの駆動速度で液晶パネル１００を駆動することにより、上位装置から６０Ｈｚ
の供給速度で供給される映像信号Ｖidに応じた１フレームの画像を表示する。ここでいう
１フレームとは、１カット（コマ）分の映像信号Ｖidが上位装置から供給される期間、又
は、１カットの分の画像を液晶パネル１００が表示するのに要する期間をいい、垂直走査
信号Ｖsの周波数が６０Ｈｚであれば、その１周期分の１６．６７ミリ秒になる。よって
、１フィールドの期間は、１／４フレーム期間に相当し、ここではおよそ４．１６ミリ秒
である。
【００２４】
　ここで１フレームに含まれる４つのフィールドを時系列順に第１フィールド、第２フィ
ールド、第３フィールド、第４フィールドとすると、３Ｄ映像表示において、第２フィー
ルド及び第４フィールドが液晶パネル１００を用いて画像を表示する表示期間に相当する
。より具体的は、第２フィールドが左目用画像の表示に割り当てられた左目開期間となり
、第４フィールドが右目用画像の表示に割り当てられた右目開期間となる。第２フィール
ド及び第４フィールドはそれぞれ、複数のサブフィールド（例えば、期間長が互いに等し
い２０個のサブフィールド）に分割されている。液晶パネル１００を用いた画像の表示時
には、表示データＤaで指定される階調レベルに応じて各サブフィールドのオンオフが制
御されて、液晶素子１２０に対し階調レベルに応じた電圧が印加される。
【００２５】
　サブフィールドを用いた階調表現については周知の手法を採用することができ、例えば
特開２００３－１１４６６１号公報（特許文献１参照）に開示された手法がある。また、
制御回路２０が供給する極性指定信号Ｐolは、例えば、第１，２フィールドにおいて正極
性書込を指定し、第３，４フィールドにおいて負極性書込を指定する。この場合液晶パネ
ル１００は、２フィールド毎に書込極性を反転して、画素１１０へのデータの書き込みを
行う。
【００２６】
　一方、３Ｄ映像表示において、第１フィールド及び第３フィールドが画素１１０（液晶
素子１２０）をリセット駆動するためのリセット期間に相当する。リセット期間は左目開
期間と右目開期間との間に各々設けられ、その期間は予め決められている。具体的には、
液晶表示装置１では、リセット期間に続けて設けられた左目開期間及び右目開期間におい
て、液晶パネル１００を用いた映像信号Ｖidに基づく画像の表示を行う。
　ここで、液晶表示装置１の全体的な動作の流れを説明する。
【００２７】
　図５は、制御回路２０の動作の流れを示すフローチャートである。
　制御回路２０は、まず、左目開期間又は右目開期間のどちらかであるか否かを判断する
（ステップＳ１）。制御回路２０は、左目開期間又は右目開期間において映像信号Ｖinに
応じた３Ｄ映像を表示すると判断する場合、ステップＳ１の処理で「ＹＥＳ」と判断する
。ステップＳ１の処理で「ＹＥＳ」と判断すると、制御回路２０は映像データＶidで指定
された階調レベルに応じた電圧を各画素１１０に対応する液晶素子１２０に印加し、映像
データＶidに基づく３Ｄ映像を表示するよう液晶パネル１００を制御する（ステップＳ２
）。ここにおいて制御回路２０は、映像信号Ｖidが格納されたメモリー３０から表示デー
タＤaを読み出して変換部４０に供給し、変換部４０により表示データＤaを表示ビットＤ
bに変換して、データ線駆動回路１４０に表示ビットＤbを供給する。データ線駆動回路１
４０は、供給された表示ビットＤbに従って、各画素１１０に対応する液晶素子１２０に
オン電圧又はオフ電圧を印加する。
【００２８】
　一方、制御回路２０が左目開期間及び右目開期間のいずれでもないと判断した場合（ス
テップＳ１；ＮＯ）、リセット期間において液晶素子１２０のリセット駆動を行う（ステ
ップＳ３）。制御回路２０は、リセット期間においてリセット信号ＲＥＳｗ又はＲＥＳｂ
を変換部４０に供給し、変換部４０からデータ線駆動回路１４０に供給される表示ビット



(9) JP 6119105 B2 2017.4.26

10

20

30

40

50

Ｄbにより、表示領域１０１を全白状態又は全黒状態にするためのリセット電圧を液晶素
子１２０に印加する。
　制御回路２０は、例えば液晶表示装置１の電源が入っている期間においては上記処理ス
テップを繰り返し実行する。
　次に、液晶表示装置１で行われるリセット駆動を説明する。
【００２９】
　図６は、本実施形態のリセット駆動を説明する図であり、１フレームにおける液晶素子
１２０の透過率の時系列変化を示す。以下の説明において、時刻ｔ＝ｔ０では、直前のサ
ブフィールド駆動でのオフ電圧の印加によって液晶素子１２０が透過率０％の黒状態であ
るものとする。
　図４及び図６に示すように、制御回路２０は、リセット期間を２つの期間に分割して、
白リセット駆動を行うためのリセット電圧ｄＨ（第１リセット電圧）を液晶素子１２０に
印加した後、黒リセット駆動を行うためのリセット電圧ｄＬ（第２リセット電圧）を液晶
素子１２０に印加するよう、液晶パネル１００を制御する。白リセット駆動は、液晶パネ
ル１００の表示領域１０１を全白状態、つまり、すべての画素１１０を明るくする方向（
一方向）に変化させて透過率を１００％にするリセット駆動のことである。リセット電圧
ｄＨは、例えば、画素電極１１８とコモン電圧ＬＣcomとが階調表現に用いられる最高電
圧である。一方黒リセット駆動は、液晶パネル１００の表示領域１０１を全黒状態、つま
り、すべての画素１１０を暗くする方向（反対方向）に変化させて透過率を０％にするリ
セット駆動のことである。リセット電圧ｄＬは、例えば、画素電極１１８とコモン電圧Ｌ
Ｃcomとを同電位とする印加電圧に対応し、階調表現に用いられる最低電圧である。
　以下、リセット駆動の具体的な手順を説明する。
【００３０】
　まず制御回路２０は、時刻ｔ＝ｔ０に、白リセット駆動を指示するリセット信号ＲＥＳ
ｗを変換部４０に供給する。そして制御回路２０は、液晶素子１２０の白状態への応答が
完了した（つまり白状態になった）後である時刻ｔ＝ｔｂ１において、黒リセット駆動を
指示するリセット信号ＲＥＳｂを変換部４０に供給する。そして、制御回路２０は、リセ
ット期間の終了時刻であるｔ＝ｔ１において、黒リセット駆動の停止を変換部４０に指示
する。図６に示すように、液晶素子１２０では、白リセット駆動に対応するリセット電圧
ｄＨが印加されることにより、黒状態から白状態への応答が完了し、リセット期間の残り
の期間で黒リセット駆動に対応するリセット電圧ｄＬが印加される。一方、リセット期間
が終了する時刻ｔ＝ｔ１においては、液晶素子１２０は白状態から黒状態へ変化する途中
であり、黒状態への応答は完了しない。時刻ｔ＝ｔ１での液晶素子１２０の透過率は、黒
状態である０％よりもやや高いδ１［％］（例えば、５％）であるものとする。
【００３１】
　ＶＡ方式の液晶においては、一般に、白状態から黒状態へ変化するときの応答時間より
も、黒状態から白状態へ変化するときの応答時間の方が短い。よって、液晶素子１２０を
白状態にするためのリセット電圧ｄＨが印加されたときの液晶素子１２０の最長の応答時
間は、黒リセット駆動に対応するリセット電圧ｄＬが印加されたときの液晶素子１２０の
最長の応答時間よりも短い、と考えることができる。ここでは、白状態にするためのリセ
ット電圧ｄＨが印加されたときの液晶素子１２０の最長の応答時間を、黒状態の液晶素子
１２０を白状態に変化させるための応答時間Ｔ１（ここでは、Ｔ１＝２ミリ秒とする。）
と考えることとする。また、黒状態にするためのリセット電圧ｄＬが印加されたときの液
晶素子１２０の最長の応答時間を、白状態の液晶素子１２０を黒状態に変化させるための
応答時間Ｔ２（ここでは、Ｔ２＝５ミリ秒とする。）と考えることとする。
　本実施形態の制御回路２０は、応答時間Ｔ１＜リセット期間（ここでは４．１６ミリ秒
）＜応答時間Ｔ２という関係を満たし、且つ、応答時間Ｔ１がリセット期間よりも短いと
いう理由で、リセット期間において白リセット駆動を先に行い、液晶素子１２０の白状態
への応答が完了した後に、残りの期間で黒リセット駆動を行っている。続いて、このよう
なリセット駆動とする根拠を説明する。
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【００３２】
　まずリセット期間において先に行われる白リセット駆動は、リセット期間内に液晶素子
１２０の白状態への応答が完了ように行われる。これにより表示領域１０１はリセット期
間内に全白状態となり、液晶素子１２０の配向状態が白状態に揃えられる。したがって白
リセット駆動が行われる期間は、応答時間Ｔ１以上であり、液晶素子１２０が少なくとも
白状態になるまでの長さの期間である。白リセット駆動が行われる期間は、例えば応答時
間Ｔ１に一致する２ミリ秒とすればよいが、例えば３ミリ秒のように応答時間Ｔ１よりも
長い時間にしてもよい。
　次に、白リセット駆動に続いて行われる黒リセット駆動は、応答時間Ｔ２がリセット期
間の残りの期間（又はリセット期間）よりも短いので、表示領域１０１が全黒状態となる
前に終了させられる。この黒リセット駆動が行われると、液晶素子１２０の配向状態は黒
状態にはならないものの、黒状態よりはやや高い透過率δ１［％］の配向状態に揃えられ
る。更に、液晶素子１２０の配向状態が透過率δ１［％］の状態で次の表示期間（つまり
左目開期間）に遷移することになるので、左目開期間では透過率δ１［％］を初期状態と
して、映像信号Ｖidに応じた階調レベルの電圧が液晶素子１２０に印加される。
【００３３】
　図１０に示すように、仮にリセット期間全体において白リセット駆動が行われた場合、
リセット期間内に液晶素子１２０の白状態への応答が完了することがある。この場合に、
リセット期間の次の表示期間（つまり左目開期間）において、黒状態又は黒状態に近い状
態の透過率に応じた電圧が液晶素子１２０に印加されても、目的の透過率よりも高くなる
ことがある。その理由は、前述したように、白状態の液晶素子１２０が黒状態又は黒状態
に近い状態に応答するには或る程度長い時間を要するためである。これでは、映像信号Ｖ
idに基づいて黒表示又は黒表示に近い表示にしたい場合であっても、透過率が目的の透過
率よりも高くなって、いわゆる黒浮きが生じることがある。この黒浮きが、液晶パネル１
００の表示コントラストが低下する、という表示品位の低下の原因となることがある。
【００３４】
　これに対し本実施形態のリセット駆動によれば、制御回路２０は、リセット期間におい
て、白リセット駆動を行った後の残り期間で黒リセット駆動を行うことにより、リセット
期間の次の表示期間（左目開期間）では、液晶素子１２０を透過率がδ１［％］まで低く
することができる。これにより黒リセット駆動のみを行った場合に比べて、黒浮きは生じ
にくくなる（図６及び図１０の斜線部参照）。したがって、制御回路２０が行うリセット
駆動により、液晶パネル１００の表示コントラストが低下する、という表示品位の低下は
抑えられる。
【００３５】
　制御回路２０は、左目開期間において映像信号Ｖidに基づく画像の表示を行った後、右
目開期間の前のリセット期間においても、前述の手順でリセット駆動を行う。ここにおい
ても、制御回路２０は、時刻ｔ＝ｔ２で白リセット駆動を行うためのリセット信号ＲＥＳ
ｗを供給し、時刻ｔ＝ｔ２から応答時間Ｔ１後よりもさらに後である時刻ｔ＝ｔｂ２にお
いて黒リセット駆動を行うためのリセット信号ＲＥＳｂに切り替え、時刻ｔ＝ｔ３まで黒
リセット駆動を行う。この場合も、時刻ｔ＝ｔｂ２において液晶素子１２０は白状態に揃
えられ、リセット期間の終了時刻であるｔ＝ｔ３において液晶素子１２０の配向状態がほ
ぼ透過率δ１［％］の状態になる。これにより左目開期間と同様の理由で、時刻ｔ＝ｔ３
からｔ＝ｔ４までの右目開期間においても、液晶パネル１００の表示コントラストが低下
する、という表示品位の低下が抑えられる。
【００３６】
　また、本実施形態では、制御回路２０は、白リセット駆動を行った後に残り期間で黒リ
セット駆動を行っていたが、これは応答時間Ｔ１＜応答時間Ｔ２という関係を満たすため
である。このように制御回路２０が応答時間が短い方のリセット駆動を先に行うことによ
り、例えばサブフィールド駆動方式（デジタル駆動）で表現可能な階調数の減少を避ける
ために、リセット期間として十分な長さの期間を確保できない場合であっても、リセット
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期間内にリセット電圧に応じた液晶素子１２０の配向状態にすることができる。
【００３７】
　また、右目用画像と左目用画像とを交互に切り替える方式で３Ｄ映像を表示する場合に
は、右目用画像がユーザーの左目に入ったり左目用画像がユーザーの右目に入ったりする
、クロストークの発生を抑えることが必要である。このクロストークの発生を抑えるため
、液晶素子１２０に目的とする階調に応じたアナログ電圧を印加する電圧変調方式（アナ
ログ駆動）の３Ｄ表示では、例えば、表示期間の前半期間で同一画像を二回繰り返して書
き込み、後半期間で３Ｄメガネを開く動作を行うことがある。これに対し、サブフィール
ド駆動方式では、表示期間における液晶素子１２０の初期状態に応じて光学応答速度が変
化するため、複数回繰り返して同一画像を書き込む手法では、前フィールドの影響を受け
てしまい、クロストークの抑制には不十分である。これに対し、本実施形態の液晶表示装
置１では、前述したリセット駆動を行うことにより、右目開期間における画像表示におい
てはそれに先行する左目開期間の影響を抑えることができ、且つ、次フレームの左目開期
間における画像表示においてそれに先行する右目開期間の影響を抑えることができる。よ
って、液晶表示装置１によれば、右目用画像の表示と左目用画像との表示とが相互に影響
を与えることを抑えられるので、クロストークの発生という表示品位の低下も抑えられる
。
【００３８】
＜第２実施形態＞
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。
　本実施形態の液晶表示装置１は、リセット期間において、画素１１０を暗くする方向（
一方向）に変化させる黒リセット駆動を行った後に、画素１１０を明るくする方向（反対
方向）に変化させる白リセット駆動を行う点で、上述した第１実施形態の構成とは相違す
る。ただし、本実施形態では、黒状態の液晶素子１２０を白状態に変化させるための応答
時間Ｔ１＝２ミリ秒とし、白状態の液晶素子１２０を黒状態に変化させるための応答時間
Ｔ２＝３ミリ秒とする。すなわち、本実施形態では、応答時間Ｔ１＜応答時間Ｔ２＜リセ
ット期間（ここでは４．１６ミリ秒）という関係を満たすものとする。
　次に、本実施形態の制御回路２０がリセット期間において行うリセット駆動を説明する
。以下の説明において、第１実施形態と同じ構成については同一の符号を付して表し、そ
の説明を省略する。
【００３９】
　図７は、本実施形態の走査線駆動回路１３０及びデータ線駆動回路１４０の駆動の動作
を説明する図である。この実施形態においても、液晶表示装置１は、３Ｄ映像の表示時に
おいて、第２フィールドを左目用画像の表示に割り当てられた左目開期間とし、第４フィ
ールドを右目用画像の表示に割り当てられた右目開期間とし、第１フィールド及び第３フ
ィールドをリセット期間とする。
【００４０】
　図８は、本実施形態のリセット駆動を説明する図であり、１フレームにおける液晶素子
１２０の透過率の時系列変化を示す。以下の説明において、時刻ｔ＝ｔ０では、直前のサ
ブフィールド駆動でのオン電圧の印加によって液晶素子１２０が透過率１００％の白状態
であるものとする。
　図７及び図８に示すように、制御回路２０は、リセット期間を２つの期間に分割して、
黒リセット駆動を行うためのリセット電圧ｄＬ（第１リセット電圧）を液晶素子１２０に
印加した後、白リセット駆動を行うためのリセット電圧ｄＨ（第２リセット電圧）を液晶
素子１２０に印加するよう、リセット信号ＲＥＳを変換部４０に供給する。リセット電圧
ｄＬ及びｄＨはそれぞれ上述した第１実施形態と同じ電圧でよい。
　以下、リセット駆動の具体的な手順を説明する。
【００４１】
　まず制御回路２０は、時刻ｔ＝ｔ０において黒リセット駆動を指示するリセット信号Ｒ
ＥＳｂを変換部４０に供給する。そして制御回路２０は、液晶素子１２０の黒状態への応
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答が完了した後（つまり黒状態になった後）である時刻ｔ＝ｔｗ１において、白リセット
駆動を指示するリセット信号ＲＥＳｗを変換部４０に供給する。そして、制御回路２０は
、リセット期間の終了時刻であるｔ＝ｔ１に白リセット駆動の停止を変換部４０に指示す
る。液晶素子１２０においては、図８に示すように、黒リセット駆動に応じて時刻ｔ＝ｔ
ｗ１よりも前に白状態から黒状態への応答が完了し、その後、白リセット駆動に対応する
リセット電圧ｄＨが印加される。リセット期間が終了する時刻ｔ＝ｔ２においては、液晶
素子１２０は黒状態から白状態へ変化する最中であり、液晶素子１２０は状態への応答は
完了していない。よって、時刻ｔ＝ｔ１での液晶素子１２０の透過率は、黒状態である０
％よりもやや高いδ２［％］（例えば、５％）である。
【００４２】
　前述したように、ＶＡ方式の液晶では、一般に、白状態から黒状態へ変化するときの応
答時間よりも、黒状態から白状態へ変化するときの応答時間の方が短いが、リセット期間
内で液晶素子１２０を黒状態に応答完了させることができる場合もある。この前提の下で
、本実施形態の制御回路２０は、リセット期間において黒リセット駆動を先に行い、液晶
素子１２０の黒状態への応答が完了した後に、残りの期間で白リセット駆動を行う。続い
て、このようなリセット駆動とする根拠を説明する。
【００４３】
　まず本実施形態のリセット駆動において先行して行われる黒リセット駆動は、液晶素子
１２０の黒状態への応答が完了するように行われる。これにより表示領域１０１が全黒状
態となり、液晶素子１２０の配向状態が黒状態に揃えられる。よって黒リセット駆動が行
われる期間は、少なくとも応答時間Ｔ２以上であり、液晶素子１２０が少なくとも黒状態
になるまでの長さの期間である。黒リセット駆動が行われる期間は、例えば応答時間Ｔ２
に一致する３ミリ秒とすればよいが、３．５ミリ秒のように応答時間Ｔ２よりも長い時間
にしてもよい。
　次に、黒リセット駆動に続いて行われる白リセット駆動は、応答時間Ｔ１（＝２ミリ秒
）がリセット期間の残り期間よりも短いので、表示領域１０１が全白状態となる前に終了
させられる。この白リセット駆動が行われると、液晶素子１２０の配向状態は白状態まで
は変化しないものの、黒状態よりはやや高い透過率δ２［％］に揃えられる。更に、液晶
素子１２０の配向状態が透過率δ２［％］で次の表示期間（つまり左目開期間）に遷移す
ることになるので、左目開期間では透過率δ２［％］を初期状態として、映像信号Ｖidに
応じた階調レベルの電圧が液晶素子１２０に印加される。
【００４４】
　図１１に示すように、仮にリセット期間全体において黒リセット駆動が行われた場合、
リセット期間内に液晶素子１２０の黒状態への応答が完了することがある。この場合に、
リセット期間の次の表示期間（つまり左目開期間）において、白状態又は白状態に近い状
態の透過率に液晶素子１２０が変化させられようとしたときには、液晶分子が垂直に配向
する透過率０％から応答しようとし、液晶分子が動き出しにくい。よってこの表示期間で
は、映像信号Ｖidに応じた電圧が液晶素子１２０に印加されてもその電圧に応じた透過率
にはならず、液晶素子１２０が目的の透過率よりも低くなってしまう。これでは、映像信
号Ｖidに基づいて白表示又は白表示に近い表示にしたい場合であっても、液晶素子１２０
の透過率が目的の透過率よりも低くなりピーク輝度が低くなる、という表示品位の低下が
生じてしまう。
【００４５】
　これに対し、本実施形態のリセット駆動によれば、制御回路２０は、リセット期間にお
いて、黒リセット駆動後の残り期間で白リセット駆動を行うため、リセット期間の終了時
刻であるｔ＝ｔ１において透過率をδ２［％］まで高くすることができる。これにより、
透過率が更に低い場合に比べて液晶分子は動き出しやすい状態にあるため、次の表示期間
で白又は白に近い画像を表示したい場合であっても、ピーク輝度が低下する、という表示
品位の低下は抑えられる。
【００４６】
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　なお、δ２［％］は、液晶分子が動き出しやすくするための透過率であるが、透過率の
変化がユーザーに知覚されない程度の透過率であることが好ましい。また、制御回路２０
は、左目開期間において表示データＤaに基づく画像表示を行った後、右目開期間の前の
リセット期間においても、前述の手順でリセット駆動を行う。ここにおいても、制御回路
２０は、時刻ｔ＝ｔ３で黒リセット駆動を行うためのリセット信号ＲＥＳｂを供給し、時
刻ｔ＝ｔ３から応答時間Ｔ２後よりもさらに後である時刻ｔ＝ｔｗ２において、白リセッ
ト駆動を行うためのリセット信号ＲＥＳｗに切り替えて、時刻ｔ＝ｔ３まで白リセット駆
動を行う。これにより左目開期間と同様の理由で、時刻ｔ＝ｔ３からｔ＝ｔ４までの右目
開期間においても、ピーク輝度が低くなる、という表示品位の低下が抑えられる。
【００４７】
　本実施形態の液晶表示装置１は、黒リセット駆動及び白リセット駆動のいずれであって
もリセット期間内に完了させることができる場合において、黒リセット駆動を実行してか
ら白リセット駆動を実行していた。このようにしていた理由のひとつとして、白状態を表
示期間の初期状態とした場合に問題となりやすい表示コントラストの低下が起こりにくい
、という理由がある。
　また本実施形態の液晶表示装置１によれば、上述した第１実施形態と同様の理由により
、３Ｄ映像表示においてクロストークの発生を抑制する効果も奏する。また、本実施形態
においては、黒リセット駆動及び白リセット駆動のいずれもがリセット期間内に完了する
場合を説明した。これに対し、応答時間Ｔ２＜リセット期間＜応答時間Ｔ１という関係を
満たし、黒リセット駆動をリセット期間内に完了させることができるが白リセット駆動を
リセット期間内に完了させることができない場合であっても、液晶表示装置１は本実施形
態のように黒リセット駆動後に白リセット駆動を行ってもよい。
【００４８】
＜変形例＞
　本発明は、上述した実施形態と異なる形態で実施することが可能である。また、以下に
示す変形例は、各々を適宜に組み合わせてもよい。
（変形例１）
　上述した各実施形態では、表示制御回路１０は、サブフィールド駆動方式に従って、映
像信号Ｖidに応じた電圧を液晶素子１２０に印加させていたが、データ線１１４を介して
液晶素子１２０に目的とする階調レベルに応じたアナログ電圧を印加する電圧変調方式（
アナログ駆動）に従って、映像信号Ｖidに応じた電圧を液晶素子１２０に印加させてもよ
い。
【００４９】
（変形例２）
　上述した第２実施形態において、液晶表示装置１は、黒リセット駆動及び白リセット駆
動のいずれであってもリセット期間内に完了させることができる場合において、黒リセッ
ト駆動を実行してから白リセット駆動を実行していたが、上述した第１実施形態で説明し
た手順で、白リセット駆動を実行してから黒リセット駆動を実行してもよい。
【００５０】
（変形例３）
　上述した各実施形態において、液晶素子１２０を白状態にするためのリセット電圧ｄＨ
が印加されたときの液晶素子１２０の最長の応答時間は、黒状態の液晶素子１２０を白状
態に変化させるための応答時間と考えていた。仮に液晶１０５の特性等を原因として、中
間階調に相当する透過率から白状態に変化するための応答時間の方が長ければ、この応答
時間に基づいて黒リセット駆動又は白リセット駆動のいずれを先に行うかが決められても
よい。同様に、液晶素子１２０を黒状態にするためのリセット電圧ｄＬが印加されたとき
の液晶素子１２０の最長の応答時間は、白状態の液晶素子１２０を黒状態に変化させるた
めの応答時間と考えていたが、中間階調に相当する透過率から黒状態に変化するための応
答時間の方が長ければ、この応答時間に基づいて黒リセット駆動又は白リセット駆動のい
ずれを先に行うかが決められてもよい。
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【００５１】
（変形例４）
　上述した第１実施形態のように白リセット駆動を行ってから黒リセット駆動を行うか、
又は、上述した第２実施形態のように黒リセット駆動を行ってから白リセット駆動を行う
かを、液晶表示装置１が決定してもよい。例えば制御回路２０は、リセット電圧ｄＬを印
加して黒状態にした液晶素子１２０に白状態にするためのリセット電圧ｄＨを印加して、
黒状態から白状態への応答時間Ｔ１を測定する。また制御回路２０はリセット電圧ｄＨを
印加して白状態にした液晶素子１２０に黒状態にするためのリセット電圧ｄＬを印加して
、白状態から黒状態への応答時間Ｔ２を測定する。そして制御回路２０は応答時間が短か
った方のリセット駆動を先に行うようにしてもよい。また制御回路２０は、表示コントラ
ストの低下の抑制を優先させるために、応答時間Ｔ２がリセット期間よりも短い場合には
、上述した第２実施形態のように、黒リセット駆動を行ってから白リセット駆動を行うよ
うにしてもよい。
　また、変形例３で説明したように、中間階調に相当する透過率から黒状態又は白状態に
変化するための応答時間が最長の応答時間になる場合もありうるので、制御回路２０はこ
の最長の応答時間に基づいて黒リセット駆動又は白リセット駆動のどちらを先に行うかを
決定してもよい。
【００５２】
（変形例５）
　上述した各実施形態の液晶表示装置１は、３Ｄ映像表示におけるリセット期間において
前述のリセット駆動を行っていたが、例えば２Ｄ映像表示においても表示期間の前にリセ
ット期間を設けて、上述した各実施形態の手法でリセット駆動を行ってもよい。
　また、リセット電圧ｄＨは、階調表現に用いられる最高の印加電圧に対応するものに限
らず、それよりも低い電圧で、液晶素子１２０の透過率を高くする方向（画素１１０を明
るくする方向）に変化させる電圧であってもよい。また、リセット電圧ｄＬは、画素電極
１１８とコモン電圧ＬＣcomとが同電位となる印加電圧に対応するものに限らず、それよ
りも高い電圧で、液晶素子１２０の透過率を低くする方向（画素１１０を暗くする方向）
に変化させる電圧であってもよい。
【００５３】
（変形例６）
　上述した各実施形態では、液晶１０５にＶＡ方式を用いた例について説明したがＴＮ方
式を用いてもよい（つまり、液晶素子１２０がノーマリーホワイトモード）。この場合、
液晶素子の透過率が１００％となる白状態は、例えば画素電極１１８とコモン電圧ＬＣco
mとが同電位となる低電圧の印加電圧に対応し、液晶素子の透過率が０％となる黒状態は
、例えば画素電極１１８とコモン電圧ＬＣcomとが階調表現に用いられる最高電圧の印加
電圧に対応する。
　また、液晶表示装置１において行われるリセット駆動は、表示領域１０１のすべての画
素１１０（液晶素子１２０）を対象とするものに限らず、一部の画素１１０（液晶素子１
２０）を対象とするものであってもよい。
【００５４】
（変形例７）
　また、本発明の表示制御回路は、４倍速駆動に限られず、例えば２倍速や８倍速駆動な
どの倍速駆動を採用する液晶表示装置にも適用可能である。また、本発明の表示制御回路
は、倍速駆動を採用する液晶表示装置に適用されるものでなくてもよい。例えば、表示制
御回路は、１コマ分の映像信号Ｖidに対応した表示期間（例えば、複数フレーム期間）の
前にリセット期間を設ければよい。
　上述した各実施形態において、映像信号Ｖidは、画素の階調レベルを指定するものとし
たが、液晶素子の印加電圧を指定するものとしてもよい。
　また、各実施形態において、液晶素子１２０は、透過型に限られず、反射型であっても
よい。
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　また３Ｄメガネ６０は、左目開期間及び右目開期間の期間全体で液晶シャッター６２Ｌ
又は６２Ｒが開状態になるとは限らず、一部の期間で開状態になっていてもよい。
【００５５】
＜電子機器＞
　次に、上述した実施形態に係る液晶表示装置１を適用した電子機器について、プロジェ
クターを例にとって説明する。
　図９は、プロジェクターの構成を示す平面図である。
　この図に示されるように、プロジェクター２１００の内部には、ハロゲンランプ等の白
色光源からなるランプユニット２１０２が設けられている。このランプユニット２１０２
から射出された投射光は、内部に配置された３枚のミラー２１０６および２枚のダイクロ
イックミラー２１０８によってＲ（赤）色、Ｇ（緑）色、Ｂ（青）色の３原色に分離され
て、各原色に対応するライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇおよび１００Ｂにそれぞれ導かれ
る。なお、Ｂ色の光は、他のＲ色やＧ色と比較すると、光路が長いので、その損失を防ぐ
ために、入射レンズ２１２２、リレーレンズ２１２３および出射レンズ２１２４からなる
リレーレンズ系２１２１を介して導かれる。
【００５６】
　このプロジェクター２１００では、実施形態に係る表示装置が、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のそ
れぞれに対応して３組設けられる。そして、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のそれぞれに対応する映像
信号がそれぞれ上位装置から供給される。ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇおよび１００
Ｂは、上述した液晶パネル１００と同様であり、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のそれぞれに対応する
映像信号に応じて駆動される。
　ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇ、１００Ｂによってそれぞれ変調された光は、ダイク
ロイックプリズム２１１２に３方向から入射する。そして、このダイクロイックプリズム
２１１２において、Ｒ色およびＢ色の光は９０度に屈折する一方、Ｇ色の光は直進する。
したがって、各色の画像が合成された後、スクリーン２１２０には、投射レンズ２１１４
によってカラー画像が投射されることとなる。
【００５７】
　ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇおよび１００Ｂには、ダイクロイックミラー２１０８
によって、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のそれぞれに対応する光が入射するので、カラーフィルター
を設ける必要はない。また、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｂの透過像は、ダイクロイッ
クプリズム２１１２により反射した後に投射されるのに対し、ライトバルブ１００Ｇの透
過像はそのまま投射されるので、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｂによる水平走査方向は
、ライトバルブ１００Ｇによる水平走査方向と逆向きにして、左右を反転させた像を表示
する構成となっている。
　なお、スクリーン２１２０に投写された画像を上述した３Ｄメガネ６０を掛けて視聴す
れば、３Ｄ映像の知覚が可能になる。
【００５８】
　なお、電子機器としては、図９を参照して説明したプロジェクターの他、電子ビューフ
ァインダーや、リヤ・プロジェクション型のテレビジョン、ヘッドマウントディスプレイ
などが挙げられる。
【符号の説明】
【００５９】
１…液晶表示装置、１０…表示制御回路、１００…液晶パネル、１０１…表示領域、１１
０…画素、１２０…液晶素子、１３０…走査線駆動回路、１４０…データ線駆動回路、２
０…制御回路、３０…メモリー、４０…変換部、５０…送信部、６０…３Ｄメガネ、２１
００…プロジェクター
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